








































































































































































































































































　『角川古語大辞典』によれば「あそぶ」の意味として主に「遊戯する」 「音楽を奏する」 「遊泳する」 「働かないでいる」 「もてあそぶ」 「遊女相手の遊興」 「楽しんで遂行する」 「遊学する」などが挙げられる。そのうち「遊躍」の語が使われる①、⑤は鵜月氏、中村氏の『評釈』で「泳ぎまわる と訳されてい ため「遊泳」の意とする。⑧は檀家の平の助が囲碁を打っているため、 「遊戯する」が適切である。　②、③、⑥、⑦は水中にある興義が主語であるため、 「遊泳」
とも「遊戯 ともとれる。④も同様に、主語こそ魚だが、興義の
目を通した「遊び」の表現であるため、どちらの意味にも解することができる。だが、④では直後の⑤と同じ言葉が使われていることに注 したい どちらも読みは「さかなのあそび」である。さらに興義の「魚の遊びをう やむこころ」に呼応して現れた河伯の使いが「魚 遊躍をねがふ」と答えた とから、④と⑤は対応関係にあると考えられる。その上で敢えて別の字を用いたことで、④の「遊び」は①や⑤のような「遊泳」を意味しないと示唆しているのだろう。加えて、興義が魚はみな④のように水中での生を楽しんでいるものだと考えているのなら、② ③、⑥、⑦も「遊戯」に重きをおいた「遊び」となる。　
①から⑦までは全て水にまつわる場面で使用されているのに対





⑧以外のすべて）が⑧のような娯楽と同義だと うこ が表わされているのではな か。興義の鯉に対する憧れの無邪気さを、平の助が碁で体現しているのであろう。　
以上のことをまとめると、本話における「遊び」と 楽しんで
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ら目覚めるのに対し、 「夢応の鯉魚」ではわずか三日で蘇生を果たしている。秋成がこれらの作品を翻案するにあたり日数を操作したことには、どのような意図があったのだろうか。　「魚服記」において薛偉が葬られなかったのは、胸のあたりが温かかった めに、棺にいれることを家族がためらったからである。それ以外に特に理由 記さ ておらず、ゆえに不思議な話としての性格が強まっているといえ 。　「薛録事」でも遺体は葬られずにひと月近く放置されるが、前者とは異なり、もっともらしい理由が複数書かれる。一つ目は、
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空腹を覚えても餌を自力で探せないためだ。鯉である期間が典拠通り二十日であれば、興義が何一つ口にせずにいられるはずがない。実際に「薛録事」では、薛偉が食事をしているとみられ 場面が くつかある。竜門に登る前に酒宴の席が設けられたことのほかにも、 「薛少府自龍門點額回來，
也有許多没趣，
好幾日躱在
東潭，不會出去覓」という記述から、竜門 行く前までは自主的に餌を探し、かつ見つけられていたことが窺える。こ ように原典では労なくありつけていた食事 、翻案するにあたって興義から遠ざけたことには 二 の意味があるだろう。　
一つは、興義が釣り餌に食いつく必然性を説くためだ。それま
















泉竈食い」が秋成 念頭にあったことは十分に想定できる。 「夢応の鯉魚」を執筆する際に、原典のまま、興義に食物を与えてしまうことは躊躇されたのではないか。黄泉竈食いなしに甦 せことで、興義の蘇生 妥当なものとしたのだ。　
以上のような二つのこだわりは、のちの展開に生かされる。例
えば「薛録事」では蘇生の前後で明らかな変化が起こっている。主人公薛偉は人々に慕われる役人ではあったが、登竜門の場面にみられるような出世欲や、役人の立場を主張する様子がいくつも見られ、俗 として描かれている。それに対して蘇生後は、道士や仙人李八百の言葉を夫人 ら聞かさ 、それらの霊験にすっり感じ入ってしまう。その後昇天するまで、薛偉の聖人としてのふるまいが描かれる。蘇生の前 で薛偉の自己認識が異なっ いるのだ。その変化は夫人が李八百らを頼ったことによる、いわば外的な要因によってもたらされた 夫人からその を聞くまは薛偉に心変わりは見られない。つまり、魚として 遊泳が薛偉に与えた影響は少なかったのだ。
　
一方で「夢応の鯉魚」の興義もまた、 「薛録事」ほどあからさ

























































































































の攻撃手段と て用い、⑤⑦では一般化して押し広げられ、⑥を受ける⑧では秋成自身へと収束していく。秋成が かに庶民としての「分度」を意識しているかが了解される 一方 「分度」を守らない態度を秋成 徹底的に非難した。そしてそ は物語の中でも同じだったのではないか。　「夢応の鯉魚」で興義は自由を求め、恵まれた環境を捨てる。



















の寓意 、自身 体験から導き出した うのである。　
火災に遭うのは『雨月物語』脱稿後である から、 「夢応の
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いることを述べた。その傍らで『安安言』では宣長を痛烈に批判し、 「夢応の鯉魚」では興義に対して執拗なまでの制裁を加える。分度の無 人間に対し強く当たる理由は何なのか。そこに、 「夢応の鯉魚」の執筆動機があるのではないだろうか。　
秋成の分度意識は、学問への態度についてとりわけ強調され










　「小識」である自らが著した『安安言』を「見るに益なし」とする一方で、 「老学」宣長の学にはその優れていることを認め、一応の敬意を払っていることが窺える。しかしその学問は「名ヲ四方ニ求ム」ものであり、 『安安言』で秋成が批判を繰り返した、分度を守らない態度であ た。　飯倉氏は前掲書で「名ノ為ニ贅セザル」ことが秋成の理想とす
る学問姿勢であるとし、 「 「名ヲ四方ニ求ム」宣長の学問的姿勢と対立し、学問は名の為にす のではなく私的領域にとどめるべきである一種の倫理的模範」であ と述べている。　「分度」の譬えとして『安安言』に書かれる、儒者が治術を教えることを拒んだ話にもこの秋成の理想が表れている。国策について庶民が口 出す愚かさだけでなく、 「教える」と う「私的領域」をはみ出す行為を否定しているのだ。　また秋成は、学問を恣意的に読み解くことへの批判も行ってい
る。飯倉氏は前掲書で「又性ノ邪曲ナル人ハ。情ヲ恣ニシテ。所
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可能になる。 「貧福論」では金銭にまつわる問答がなされるが、ここで黄金の精霊が披露する論もまた秋成が内に秘め いたもで、 〈物語〉の形で解放されている である。　
このように『雨月物語』に収められる短篇は、分度を守るため
に秋成自らが設定したタブーを破る った。 中に秋成の姿を見ること できるのも道理であ 。登場人物の口を借り、秋成自身が禁忌を冒していたからだ　
そして、 「夢応の鯉魚」 おいて秋成が破ったものこそ、庶民
としての分度であった。これを守らない興義が不幸な結末を迎えたこ は前節で述べた通りだ。痛烈な宣長批判と併せて見るに、
分度を守らないことに対しての過剰な反応は、秋成自身が分度を打ち棄てたいと考えていたことの表れではないだろうか。興義と秋成は思想を共有して るのだ。 するならば、興義への仕打ちは自戒の意味を持つこ にな 。秋成もまた、興義同様に自らの立場から脱すること 考えていたのではないか。そして抜け出せばどうなるか、決して幸福な結末は訪れないと自覚していたために、自戒の意味も込めて興義を憂き目 遭わせたのだ。　
秋成の置かれた立場とは、商家の主であった。日がな俳諧に遊






ることを望みながら、結局は自らの意志で戻ってくる。興義の選択の背景に、翻案時の細かな語句や設定の調整があ ことを三節で述べる。興義が を棄てるの 必然であった。興義がそのような憂き目に遭う理由は第四節、五節で明らかにし とは秋成自身の投影であり、タブーに触れようとする興義 罰することで、秋成は自分を戒めているのである。　
しかし重友毅氏の『雨月物語評釈』では「夢応の鯉魚」が「教


































（ 『上田秋成の思想と文学』 （笠間書院、二〇〇九） 。秋成の作では、このように現実性を盛り込んだ設定で物語が書かれることもあると推測される。
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寛政二（一七九〇）年五月の出版条例にはもちろん、遡って享保七（一七 二）年十一月の出版取締令にも「経済の書」を制禁することを明記してはいない。しかし現実問題として、 「猥成儀異説等」を禁じ、将軍家の沙汰を封じてあれば、いわゆる 世論が刊行されにくいのは必然であって、それらの多くは写本ないし木活本で流布したことを思えば、秋成の言も強ち失当とは言えない。
注
注注	
中村氏前掲『秋成自筆本集』 「解題」 。
注
注注	
中村幸彦『日本古典文学大系五十六
	 上田秋成集』 （岩波書店、
一九五九）
注
注注	
前掲『雨月物語評釈』参照。
注
注注	
中村氏前掲『上田秋成集 「解説」参照。
注
注注	
飯倉氏前掲書参照。
注
注0	 『本居宣長事典』 「門人」の項（岡中正行）参照（東京堂出
版、
二〇〇一） 。
（たまい
　
ともな
　
二〇一六年日文卒）
